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平
成
二
十
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月

五
日
か
ら
六
月
十
八
日
ま
で
十
四
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
創
設
を
含
む
寄
附
金
控
除

の
見
直
し
な
ど
を
行
う
「
茨
城
県
県
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
県
民
モ
ラ
ル
向
上
対

策
の
早
期
着
手
、
輸
入
食
品
の
安
全
対
策
、

茨
城
空
港
の
就
航
対
策
、
茨
城
産
ピ
ー
マ

ン
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
策
、
公
立
小
中
学
校

の
統
合
に
向
け
た
支
援
、
農
業
改
革
の
消

費
者
へ
の
理
解
促
進
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。（
二
・
三
面
）

　

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
議

と
そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
疑
が
行

わ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
意
気
込
み
、

消
費
者
行
政
の
取
り
組
み
、
が
ん
の
放
射

線
治
療
の
今
後
、
穀
物
需
給
ひ
っ
迫
の
中

で
の
米
の
生
産
、
鹿
島
鉄
道
跡
地
を
活
用

し
た
バ
ス
の
専
用
道
化
、
学
校
改
善
支
援

プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
・
五
面
）

　

財
政
再
建
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、

行
政
組
織
全
般
の
改
革
に
向
け
活
発
に
議

論
さ
れ
、
安
心
で
き
る
食
の
確
保
や
提
供

等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
県

民
の
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
に
向

け
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
八

面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、

意
見
書
な
ど
十
八
件
の
議
案
等
が
可
決
、

同
意
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

県土全てが文化の舞
ステージ
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一般質問（要旨）

パーキングパーミット（身障者用駐車場利用証）
制度で迷惑駐車を防止

輸入食品の検査（県衛生研究所）

都内量販店の青果売場に並ぶ本県産ピーマンなど

議
員（
民
主
）
　

輸
入
食
品
に
対
す
る

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
安
全
対

策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、
一
地
方
自
治
体
で
行
う
食
品
検

査
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
自
治
体

間
で
検
査
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て

効
率
的
・
効
果
的
な
対
策
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

検
査
時
期
を
ず
ら

し
た
り
対
象
食
品
を
分
担
し
て
デ
ー

タ
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
各
県
単
独

で
行
う
よ
り
効
果
的
な
検
査
に
つ
な

が
る
。
北
関
東
三
県
で
の
協
議
の
場

で
、
検
査
情
報
の
共
有
化
、
情
報
交

換
の
あ
り
方
、
統
一
的
な
検
査
方
法
な

ど
の
検
討
を
行
い
、
食
品
の
安
全
対
策

に
努
め
る
。

議
員　

荒
川
沖
周
辺
の
連
続
殺
傷
凶
悪

事
件
に
つ
い
て
、
情
報
発
信
の
あ
り
方
、

警
察
・
自
治
体
・
住
民
と
の
連
絡
体
制

の
整
備
、
警
察
の
捜
査
能
力
の
向
上
の

点
で
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後

の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
伺
う
。

警
察
本
部
長　

関
係
機
関
へ
広
範
・
迅

速
な
情
報
伝
達
を
行
い
、
情
報
を
受
け

る
窓
口
の
一
本
化
や
夜
間
休
日
体
制
な

ど
連
絡
網
の
整
備
を
す
る
。
ま
た
警
察

官
の
実
践
的
訓
練
を
実
施
し
、
治
安
に

対
す
る
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
す
。

（
ほ
か
に
、
常
磐
線
の
東
京
駅
乗
り
入

れ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
ア

ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
な
ど
も
質

問
）

森
田　

悦
男

（
自
由
民
主
党
）

青
山　

大
人

（
民　

主　

党
）

石
田　
　

進

（
自
由
民
主
党
）

荻
津　

和
良

（
自
由
民
主
党
）

小
池　
　

忠

（
自
由
民
主
党
）

山
岡　

恒
夫

（
自
由
民
主
党
）

議
員（
自
民
）
　

自
分
本
位
な
行
動
の
横

行
を
傍
観
せ
ず
、
県
民
モ
ラ
ル
向
上
の

た
め
現
段
階
で
で
き
る
具
体
的
な
取
り

組
み
か
ら
着
手
す
べ
き
。
各
部
局
か
ら

事
業
を
選
定
し
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
身

障
者
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
の
導
入
や

モ
デ
ル
地
区
の
選
定
、
市
町
村
と
連
携

し
た
施
策
展
開
な
ど
も
提
案
す
る
。

知
事　

快
適
な
社
会
づ
く
り
推
進
会

議
で
議
論
し
た
う
え
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
、
大
人
の
意
識
改
革
な

ど
に
一
層
努
力
す
る
。
迷
惑
行
為
な

ど
に
は
早
め
に
対
応
し
、
提
案
に
つ

い
て
は
課
題
や
実
施
方
法
な
ど
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

四
月
発
覚
の
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
不
祥
事
で
県
民
が
最

も
驚
い
て
い
る
の
は
、
約
十
一
億
円

の
着
服
を
三
年
間
発
見
で
き
な
か
っ

た
組
織
の
問
題
で
あ
る
。
監
査
の
徹

底
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
金
管
理
の
仕

組
み
を
抜
本
的
に
見
直
す
よ
う
指
導

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

知
事　

印
鑑
管
理
や
出
納
事
務
の
確
認

体
制
な
ど
を
改
善
し
、
公
金
管
理
の
仕

組
み
を
見
直
す
よ
う
近
日
中
に
改
善
命

令
を
行
う
。
市
町
村
と
の
人
事
交
流
や

指
導
監
査
の
強
化
も
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
消
費
者
行
政
の
推
進
、
学
校

裏
サ
イ
ト
へ
の
対
応
、
宇
都
宮
線
・
常

磐
線
の
東
京
駅
延
伸
な
ど
も
質
問
）

議
員（
自
民
）
　

全
国
一
の
生
産
量
を
誇

る
ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
を

積
極
的
に
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

く
べ
き
。
日
本
一
の
ピ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
向
け
、
ど
う
茨
城
産
ピ
ー

マ
ン
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
育
成
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

テ
レ
ビ
番
組
「
お
は
よ
う
茨
城
」

の
視
聴
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
ピ
ー

マ
ン
を
提
供
し
た
り
、「
ラ
ジ
オ
県
だ

よ
り
」
の
活
用
や
各
種
広
報
誌
へ
の
掲

載
な
ど
、
産
地
と
連
携
し
な
が
ら
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
茨
城
産
ピ
ー
マ

ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

鹿
島
灘
産
ほ
っ
き
貝
の
新
商
品

開
発
に
対
す
る
支
援
や
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

み
、
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
展
開
と
販
売

促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

農
林
水
産
部
長　

水
産
加
工
品
の
試
食

会
等
で
、
ほ
っ
き
貝
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
と
と
も
に
、
水
産
試
験
場
に

お
い
て
、
ほ
っ
き
貝
の
新
た
な
加
工
方

法
や
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
試
作
を
行
い
、

地
元
小
売
店
等
へ
提
案
す
る
な
ど
、
新

商
品
開
発
を
支
援
し
て
い
く
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
た
う
え
で
、

全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
展
開
や
販
売
促
進

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
な

ど
も
質
問
）

　平成20年第２回定例県議会は、概ね以下
の会期日程で開催されました。

■６月５日（木）
　 本 会 議

 
■６月10日（火）・11日（水）
　 本 会 議

■６月12日（木）
　 常 任 委 員 会

 

■６月16日（月）
　 調査特別委員会
 

■６月17日（火）
　 調査特別委員会

 
■６月18日（水）
　 本 会 議

●
質
問
者

　本会議は、特別の場合を除き、誰でも傍
聴できます。傍聴を希望される方は、県議
会議事堂の傍聴受付で傍聴券を受け取って
入場してください。
　詳細について知りたい方は、県議会事務
局議事課にお問い合わせください。
　　　　　　電　話　029-301-5634
　　　　　　ＦＡＸ　029-301-5629
お 問 い
合わせ先

輸
入
食
品
の
安
全
対
策
は

北
関
東
三
県
で
検
査
情
報
を
共
有
化

茨
城
産
ピ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
策
は

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援

県
民
モ
ラ
ル
向
上
対
策
の
早
期
着
手
は

迷
惑
行
為
な
ど
に
は
早
め
に
対
応
す
る

第2回定例会の
主な日程

　開会後、議案が上程され、知事から提
案理由の説明が行われました。

　議員6名が県政の諸課題について質問を
行いました。

　付託された議案などの審査を行いまし
た。

　

　安心できる食の確保や提供等に関する
調査特別委員会を開催し、調査を行いま
した。

　財政再建等調査特別委員会を開催し、
調査を行いました。

　議案等の採決などを行い、閉会しまし
た。

県議会を傍聴しませんか
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一般質問（要旨）

茨城空港キャラクター「ハッスル黄門」

県教育委員会発行「学校統合事例集」本県産メロンの販売促進風景

菅総務大臣に意見書を提出する
飯野議長（右から２人目）

議
員（
自
民
）
　

茨
城
空
港
の
就
航
対
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

三
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
格

安
航
空
会
社
エ
ア
ア
ジ
ア
Ｘ
の
最
高
責

任
者
に
面
会
し
た
と
こ
ろ
、
茨
城
空
港

が
首
都
東
京
に
近
い
こ
と
や
大
型
商
業

施
設
が
多
く
立
地
し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
高
い
関
心
を
示
す
と
と
も
に
、
航
空

会
社
の
運
航
コ
ス
ト
に
配
慮
し
た
構
造

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
高
い
評
価

を
得
た
。
今
後
と
も
詳
細
な
情
報

提
供
を
行
い
、
一
日
で
も
早
く
就

航
す
る
と
い
う
意
向
表
明
が
得
ら

れ
る
よ
う
交
渉
を
進
め
る
。

議
員　

国
は
本
格
的
に
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
に
取
り
組
み
、
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
推
進
し
て

い
る
が
、
本
県
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
は
牛
久
市
の
み
。
県
内
で
の

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
促
進
を
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
は
、

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」「
循
環

型
社
会
の
形
成
」「
農
山
村
地
域
の
活

性
化
」
な
ど
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

よ
り
多
く
の
市
町
村
が
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
と
な
る
よ
う
、
今
年
度
中
に
県
内

全
て
の
市
町
村
を
訪
問
し
、
働
き
か
け

を
強
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
森
林
湖
沼
環
境
税
の
使
途
、

県
央
広
域
工
業
用
水
道
事
業
の
那
珂
川

右
岸
地
区
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

議
員（
自
民
）
　

茨
城
農
業
改
革
に
取
り

組
む
農
業
者
の
努
力
や
そ
の
成
果
に
つ

い
て
消
費
者
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
理
解
を
高

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

知
事　

農
業
者
自
ら
が
行
う
試
食
・
販

売
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
に
対
す
る
支
援
、
改

革
に
取
り
組
む
農
業
者
の
紹
介
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
る
情
報
発
信
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
等
と
連
携
し
た
宣
伝
・
販
売

促
進
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
媒
体
を

活
用
し
て
消
費
者
の
理
解
促
進
に
努
め

る
。

議
員　

十
一
月
に
本
県
で
開
催
す
る
国

民
文
化
祭
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

多
く
の
県
民
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
広
報
宣
伝
や
企
画
・
運

営
な
ど
の
面
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

文
化
団
体
や
学
校
な

ど
を
通
じ
た
幅
広
い
参
加
の
呼
び
か
け
、

高
校
生
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
に
よ
る
大
会
記

念
グ
ッ
ズ
の
開
発
な
ど
に
よ
り
周
知
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
企
画
を
数
多
く
盛
り
込

ん
だ
。
県
民
が
文
化
活
動
の
主
役
は
自

分
た
ち
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
共
有
で

き
る
祭
典
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
産
の
農
産
物
を
活
用

し
た
中
小
企
業
支
援
、
産
業
観
光
の
推

進
、
遊
休
農
地
対
策
な
ど
も
質
問
）

議
員（
自
民
）　
四
月

に
発
表
さ
れ
た
指
針

で
、
今
後
、
小
中
学

校
の
統
合
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
。
統
合

に
際
し
て
は
、
地
域

や
保
護
者
の
不
安
を

取
り
除
く
努
力
を
す

べ
き
。
統
合
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
の
取

り
組
み
と
市
町
村
の
支
援
策
を
伺
う
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
、
県
内
外
の
先
行

事
例
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
・
配
布

し
、
市
町
村
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
た
。

今
後
、
市
町
村
に
情
報
提
供
や
指
導
助

言
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
経
費
へ
の
支
援
や
、
教

育
環
境
の
充
実
な
ど
市
町
村
が
必
要
と

す
る
支
援
措
置
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
あ

た
っ
て
は
、
明
確
な
方
向
性
を
持
つ
べ

き
。
新
規
進
出
企
業
と
地
元
企
業
の
横

の
連
携
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
企
業
誘

致
の
あ
り
方
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

今
後
、
進
出
予

定
企
業
の
意
向
を
踏
ま
え
、
受
注
が
可

能
な
技
術
や
製
品
を
持
っ
た
地
元
の
企

業
の
掘
り
起
こ
し
や
、
受
注
拡
大
に
つ

な
が
る
技
術
支
援
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
農
林
業
と
関
連
が
深
い
食
料
品

や
木
材
な
ど
の
業
種
の
企
業
に
つ
い
て

も
誘
致
活
動
を
強
化
す
る
。

（
ほ
か
に
、
開
発
公
社
・
土
地
開
発
公

社
・
住
宅
供
給
公
社
の
経
営
改
善
、
吾

国
山
洗
心
館
の
今
後
の
利
活
用
な
ど
も

質
問
）

正
規
雇
用
の
推
進
と
労
働
者
派
遣
制
度
の
改
善

に
関
す
る
意
見
書

　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
・
契
約
社

員
な
ど
非
正
規
雇
用
の
占
め
る
割
合
は
、
役

員
を
除
く
雇
用
者
の
約
三
分
の
一
と
な
っ
て

い
る
が
、
若
者
を
中
心
と
し
た
低
所
得
の
非

正
規
雇
用
が
増
加
し
、
固
定
化
す
る
こ
と
は
、

社
会
全
体
の
活
力
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、「
新
雇
用
戦
略
」
に

基
づ
き
誰
も
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

全
員
参
加
の
社
会
の
実
現
に
向
け
、
正
規
雇

用
へ
の
転
換
促
進
な
ど
正
規
雇
用
を
推
進
す

る
施
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
派

遣
制
度
の
改
善
を
図
る
な
ど
、
安
定
的
な
雇

用
の
確
保
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備

す
る
た
め
、
必
要
な
医
師
・
看
護
師
の
確
保

に
関
す
る
意
見
書

　

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
維
持
・
整
備
す
る
た
め

に
は
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
を
早
急
に

実
現
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

１　

医
師
を
取
り
巻
く
背
景
の
変
化
と
需
要

増
大
等
に
対
応
す
る
た
め
、
早
急
に
医
師

の
必
要
数
を
適
切
に
見
直
し
、
医
学
部
定

員
増
の
措
置
を
講
じ
て
必
要
な
医
師
の
養

成
・
確
保
を
早
期
に
図
る
こ
と
。

２　

医
師
・
看
護
師
の
確
保
及
び
勤
務
条
件

の
改
善
の
た
め
、
診
療
報
酬
改
正
等
に
よ

る
有
効
な
方
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
現

在
、
国
で
検
討
中
の
産
科
医
療
補
償
制
度

や
病
院
勤
務
医
等
の
勤
務
環
境
改
善
の
た

め
の
方
策
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

３　

医
師
・
看
護
師
を
確
保
す
る
た
め
、
実

効
性
の
あ
る
方
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
と

と
も
に
、
処
遇
改
善
に
必
要
な
財
源
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
医
療
費
を

社
会
全
体
で
支
え
る
新
た
な
公
的
医
療
保
険

制
度
と
し
て
、
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）
が
本
年
四
月
一
日
か
ら
導
入

さ
れ
た
が
、
保
険
証
の
未
着
や
保
険
料
の
徴

収
ミ
ス
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
多
く
の
反

感
を
招
く
な
ど
、
制
度
そ
の
も
の
へ
の
信
頼

が
ゆ
ら
ぎ
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
低
所
得
者
へ
の
よ
り
一
層
の
配
慮
な

ど
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
制
度

導
入
後
の
状
況
を
十
分
把
握
・
検
証
し
、
改

善
す
べ
き
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

早
急
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す

る
。

米
の
需
要
拡
大
に
関
す
る
意
見
書

　

世
界
的
な
穀
物
価
格
の
高
騰
の
も
と
で
、

我
が
国
が
安
定
し
て
食
料
を
確
保
し
て
い
く

に
は
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
特
に
、
唯
一
自
給

可
能
な
農
産
物
で
あ
る
米
に
つ
い
て
は
、
需

要
拡
大
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
望
む
も
の
で
あ

る
。

１　

全
国
的
な
米
の
消
費
拡
大
運
動
を
展
開

し
、
米
の
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
の
施
策

を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

２　

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
米
離
れ
に
歯

止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
米
の
需
要
量
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校

給
食
に
お
け
る
米
飯
回
数
を
増
や
す
た
め

の
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。

３　

米
粉
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
や
米

粉
の
小
麦
製
品
へ
の
利
用
拡
大
な
ど
需
要

拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

４　

飼
料
用
米
や
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
※
用
稲
な
ど
新
規
需
要
米
の
導
入

を
促
進
す
る
た
め
、
超
多
収
品
種
の
開
発

と
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
の
確
立
を
図
る
と

と
も
に
、
生
産
者
へ
の
助
成
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
に
関
す
る
意
見

書
　

地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
退
職
さ
れ
た
議
員
や
死
亡
さ
れ

た
議
員
の
遺
族
に
対
し
、
年
金
又
は
一
時
金

が
支
給
さ
れ
、
そ
の
生
活
の
安
定
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

近
年
、
会
員
で
あ
る
議
員
数
の
減
少
、
年
金

受
給
者
の
高
齢
化
に
伴
う
年
金
受
給
期
間
の

延
び
、
更
に
は
積
立
金
の
運
用
利
回
り
の
低

下
等
に
よ
り
、
年
金
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

厚
遇
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
員
自
ら
が
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
現
行
法
で
あ
る
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
改
正
な
ど
、
年
金

制
度
の
廃
止
を
含
め
抜
本
的
な
見
直
し
を
さ

れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

※【ホールクロップサイレージ】…とうもろこしや稲のように、従来は果実や種子を収穫することを目的に作られた作物を、繊維の多い茎葉部分と、栄養価の高い果実や種子部分を同時に収穫
して乳酸発酵させた飼料。

ことば

（
要
旨
）

意
見
書

公
立
小
中
学
校
の
統
合
に
向
け
た
支
援
は

市
町
村
が
必
要
と
す
る
措
置
を
検
討

茨
城
空
港
の
就
航
対
策
は

海
外
航
空
会
社
が
高
い
関
心

農
業
改
革
の
消
費
者
へ
の
理
解
促
進
は

あ
ら
ゆ
る
機
会
や
媒
体
を
活
用
し

理
解
促
進
に
努
め
る
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総務企画委員会

環境商工委員会

保健福祉委員会

常任委員会の審議から

消費生活相談の様子（県消費生活センター）

がんの治療に期待される放射線治療装置（リニアック）

寄附はふるさと茨城へ

問　

食
品
安
全
性
な
ど
に
対
す
る
消

費
者
の
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
中
、

国
で
は
消
費
者
庁
の
設
置
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
、

県
で
は
、
消
費
者
行
政
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

国
で
は
消
費
者
行
政
の
縦
割
り

を
見
直
し
一
元
化
し
よ
う
と
い
う
大

き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
県
と
し

て
も
安
全
・
安
心
に
向
け
た
消
費
者

行
政
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、
県
民

の
負
担
を
低
減
さ
せ
る
方
策
も
必
要

で
あ
る
。
環
境
省
の
事
業
に
沿
っ
た

も
の
だ
け
で
な
く
、
横
断
的
な
組
織

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
本
県
独
自

の
事
業
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

答　

今
年
度
新
た
に

地
球
温
暖
化
対
策
室

を
設
置
し
た
。
対
策

の
分
野
ご
と
に
他
部

局
と
の
連
絡
調
整
会

議
を
実
施
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

社
会
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
宅
配
や

子
育
て
支
援
な
ど
生

活
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー

ズ
が
増
え
て
い
る
。

商
店
街
も
こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
上
手
く
対

応
し
活
路
を
開
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　

商
店
街
に
は
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
機
能

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
県
で
は
、
地

域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
取
り
組
み
に

対
し
支
援
す
る
ほ
か
、
新
た
に
「
い

ば
ら
き
産
業
大
県
創
造
基
金
」
を
活

用
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
業
な
ど
を

支
援
し
て
い
く
。

問　

県
が
開
発
支
援
し
た
菓
子
の
販

売
展
示
会
を
六
月
に
県
庁
で
開
催
し

た
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
一
層

進
め
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
。
他

の
地
域
で
も
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　

国
民
文
化
祭
や
都
内
イ
ベ
ン
ト

で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
駅
な

ど
も
効
果
的
な
の
で
検
討
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
湖
上
体
験
ス
ク
ー
ル
の

充
実
、
産
業
観
光
推
進
な
ど
も
質
問
）

問　

ふ
る
さ

と
納
税
制
度

が
創
設
さ
れ

他
県
で
は
出

身
著
名
人
の

活
用
な
ど
Ｐ

Ｒ
が
盛
ん
だ

が
、
本
県
も

創
意
工
夫
す

べ
き
。
意
気

込
み
を
伺
う
。

答　

地
方
同

士
で
の
取
り

合
い
に
な
っ

て
は
ど
う
か

と
思
う
が
、
在
京
の
人
な
ど
に
本
県

の
仕
事
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　

地
方
財
政
健
全
化
法
へ
の
対
応

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
監
査
委
員

の
能
力
が
問
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

答　

総
務
省
や
自
治
大
学
校
の
研
修

な
ど
に
よ
り
審
査
能
力
の
向
上
に
努

め
て
お
り
、
今
後
は
研
修
受
講
者
を

講
師
に
内
部
研
修
を
実
施
し
、
さ
ら

な
る
能
力
向
上
に
努
め
る
。

問　

県
内
の
情
報
通
信
網
整
備
に
関

し
て
情
報
の
混
乱
が
な
い
よ
う
通
信

事
業
者
の
情
報
を
一
元
的
に
管
理
で

き
な
い
か
。

答　

県
と
市
町
村
、
情
報
通
信
事
業

者
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
整
備
研

究
会
を
設
置
し
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
て
い
る
。
各
事
業
者
の
事
業
展

開
は
経
営
上
の
問
題
も
あ
り
県
が
管

理
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
今
後
も

情
報
の
早
期
把
握
に
努
め
て
い
く
。

問　

就
航
対
策
で
は
国
内
線
が
基
本

で
国
際
線
は
付
随
的
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
航
空
会
社
の
採
算
性
へ
の
懸

念
を
取
り
去
る
た
め
、
搭
乗
率
保
証

を
提
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
内
路
線
が
基
本
と
認
識
。
羽

田
空
港
の
発
着
枠
拡
大
な
ど
の
影
響

は
あ
る
が
国
際
線
の
就
航
を
突
破
口

に
し
て
い
き
た
い
。
茨
城
空
港
の
潜

在
能
力
は
高
く
、
ま
た
具
体
的
な
交

渉
前
で
も
あ
り
搭
乗
率
保
証
を
検
討

す
る
段
階
で
は
な
い
。
た
だ
し
交
渉

の
最
終
段
階
で
は
会
社
側
の
要
望
に

応
じ
る
中
で
考
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
就
航
対
策
専
門
職
員
の

役
割
分
担
、
県
出
資
団
体
へ
の
県
職

員
Ｏ
Ｂ
の
再
就
職
な
ど
も
質
問
）

問　

本
県
に
お
け
る
が

ん
の
放
射
線
治
療
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

答　

県
で
は
放
射
線
治

療
の
推
進
を
県
総
合
が

ん
対
策
推
進
計
画
の
柱

と
し
た
。
放
射
線
治
療

医
の
確
保
が
大
切
で
あ

り
、
専
門
医
の
養
成
を

行
う
筑
波
大
学
な
ど
の

が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
と
の

連
携
や
地
域
が
ん
セ
ン

タ
ー
運
営
費
の
活
用
に

よ
り
専
門
医
の
確
保
を

目
指
し
た
い
。

問　

県
立
中
央
病
院
に

お
い
て
軽
症
患
者
に
よ

る
時
間
外
救
急
医
療
を
控
え
て
も
ら

う
た
め
の
啓
発
活
動
を
伺
う
。

答　

啓
発
活
動
と
し
て
は
、
今
年
度
、

緊
急
医
療
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て

い
る
。
笠
間
市
内
の
小
中
学
校
に
出

向
き
緊
急
医
療
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問　

職
員
の
公
金
横
領
事
件
を
受
け
、

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
対

し
、
勧
告
や
指
導
を
行
う
だ
け
で
改

善
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
、
業
務
改
善
命
令
を
行
う
。

ま
た
、
職
員
の
相
互
牽
制
の
強
化
や
、

銀
行
印
の
管
理
強
化
に
加
え
、
職
員

の
意
識
や
組
織
風
土
を
変
え
る
た
め
、

市
町
村
と
の
人
事
交
流
な
ど
開
か
れ

た
組
織
づ
く
り
を
求
め
て
い
く
。
県

の
指
導
監
査
に
つ
い
て
は
、
会
計
関

係
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
人
数
な

ど
人
員
体
制
の
見
直
し
を
図
り
た
い
。

問　

入
院
加
療
中
に
七
十
五
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
場
合
は
、
そ
の
日
を

も
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
す

る
が
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
分

を
前
の
保
険
と
合
わ
せ
て
二
倍
払
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
運
用
上
の
手

直
し
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

政
府
の
運
用
の
な
か
で
改
善
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
に
対
し
伝

え
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

対
策
の
推
進
や
い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
取
り
組

み
な
ど
も
質
問
）

放
射
線
治
療
医
の
確
保
が
重
要

が
ん
の
放
射
線
治
療
の
今
後
は

在
京
者
に
向
け

本
県
の
仕
事
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
意
気
込
み
は

国
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
推
進

消
費
者
行
政
の
取
り
組
み
は

充
実
、
産
業
観
光
推
進
な
ど
も
質
問
）
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農林水産委員会

土木委員会

文教治安委員会

かしてつ跡地バス専用道化検討委員会

茨城県学校改善支援プラン

米の消費拡大が重要

問　

全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
を
踏
ま

え
た
学
校
改
善
支
援

プ
ラ
ン
の
実
施
状
況

を
伺
う
。

答　

昨
年
度
の
内
に

各
学
校
で
改
善
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
取
り

組
ん
で
い
る
。
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学

力
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
教
師
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
先
人
の
功
績
を
称

え
た
展
示
「
茨
城
の

殿
堂
」
は
観
光
や
教

育
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
設

置
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、「
輝

く
茨
城
の
先
人
た
ち
」（
冊
子
）
の

内
容
を
歴
史
館
や
三
の
丸
庁
舎
な
ど

に
展
示
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
博
物
館
的
な

存
在
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

「
輝
く
茨
城
の
先
人
た
ち
」
の
展
示

は
歴
史
館
で
検
討
し
て
い
る
。

問  

県
内
公
立
小
中
学
校
で
の
携
帯

電
話
の
規
制
や
学
校
裏
サ
イ
ト
の
実

態
の
把
握
、
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト

環
境
を
守
る
方
策
を
伺
う
。

答　

県
内
公
立
小
中
学
校
で
は
、
携

帯
電
話
の
持
ち
込
み
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
学
校
裏
サ
イ
ト
の
把
握
は
極

め
て
難
し
く
、
実
態
を
把
握
し
て
い

な
い
。
メ
デ
ィ
ア
教
育
指
導
員
の
持

つ
情
報
を
共
有
し
、
サ
イ
バ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
等
と
の
連
携
を
強
め
、
関
係

課
と
ど
う
連
携
で
き
る
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

平
成
二
十
年
度
以
降
十
年
間
で

約
千
五
百
人
の
警
察
官
が
退
職
す
る

が
、
途
中
で
退
職
し
た
者
の
補
充
は
。

答　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
欠
員

が
出
た
分
を
直
ち
に
補
充
し
、
欠
員

の
期
間
が
短
く
な
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

（
ほ
か
に
、
県
立
施
設
の
利
用
率
向

上
と
そ
れ
に
向
け
た
他
部
局
と
の
連

携
、
犯
罪
抑
止
に
向
け
た
関
係
機
関

と
の
連
携
な
ど
も
質
問
）

問　

国
際
的
に
穀
物

需
給
が
ひ
っ
迫
す
る

中
、
米
の
生
産
調
整

を
行
う
必
要
が
あ
る

の
か
。
学
校
給
食
で

米
飯
の
回
数
を
増
や

す
な
ど
、
む
し
ろ
米

の
消
費
拡
大
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

米
価
の
下
落
を

止
め
る
た
め
に
は
需

給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
食
料
自
給
率
向

上
に
は
米
の
生
産
と

と
も
に
消
費
拡
大
が

必
要
で
あ
る
。
全
国
会
議
で
も
米
飯

給
食
増
加
へ
の
助
成
や
米
粉
活
用
に

よ
る
消
費
拡
大
を
要
望
し
て
い
る
。

問　

原
油
価
格
の
高
騰
で
農
家
は
経

営
的
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
県
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
う
の
か
。

答　

燃
料
代
を
抑
え
る
た
め
、
ハ
ウ

ス
カ
ー
テ
ン
の
二
層
化
な
ど
へ
の
助

成
、
ハ
ウ
ス
の
隙
間
を
塞
ぎ
保
温
性

を
高
め
る
技
術
対
策
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
原
油
高
騰
が
続
け
ば
、
よ

り
省
力
的
な
品
目
へ
の
転
換
な
ど
、

個
別
農
家
の
経
営
類
型
の
移
行
も
誘

導
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

畜
産
農
家
の
環
境
施
設
整
備
の

優
良
事
例
は
、
飼
養
規
模
の
大
き
い

農
家
に
お
い
て
も
参
考
と
な
る
か
。

答　

大
規
模
で
も
基
本
的
な
施
設
は

同
じ
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
施
設
を

組
み
合
わ
せ
て
環
境
整
備
を
行
う
。

問　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
は
、
担

い
手
や
生
産
集
団
の
育
成
が
大
切
で

あ
る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　

農
地
が
有
効
活
用
さ
れ
る
た
め

に
は
、
担
い
手
の
農
業
経
営
が
成
り

立
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
を
耕

作
可
能
な
状
態
に
す
る
基
盤
整
備
や
、

企
業
な
ど
の
農
業
参
入
の
際
に
必
要

な
機
械
・
施
設
の
整
備
な
ど
へ
の
助

成
を
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
市
民

農
園
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
へ
の
支

援
も
行
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
と
の
地
域
活
性
化
包
括
協

定
、
農
林
振
興
公
社
等
県
出
資
法
人

の
運
営
な
ど
も
質
問
）

問　

鹿
島
鉄
道
跡
地
を
活
用
し
た
バ

ス
の
専
用
道
化
に
つ
い
て
、
現
在
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

答　

公
共
交
通
の
確
保
と
茨
城
空
港

へ
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
を
目
指
し
、

公
設
民
営
方
式
で
の
事
業
化
を
考
え

て
い
る
。
現
在
、「
か
し
て
つ
跡
地

バ
ス
専
用
道
化
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

こ
れ
か
ら
公
共
事
業
を
進
め
る

う
え
で
、
費
用
対
効
果
を
出
す
こ
と

が
大
変
重
要
。
今
後
、
事
業
の
効
果

を
計
数
化
し
て
県
民
に
示
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

補
助
国
道
の
新
規
箇
所
な
ど
は
、

整
備
に
使
っ
た
費
用
と
、
整
備
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
を
比
率
で
表

す
費
用
便
益
比
を
算
出
し
て
い
る
が
、

全
て
の
事
業
で
算

出
し
て
は
い
な
い
。

ま
た
、
歩
道
拡
幅

な
ど
、
数
値
で
表

せ
な
い
効
果
も
あ

り
、
今
後
、
研
究

す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

買
収
し
て
道

路
敷
と
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
県
の
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
、

未
登
記
の
土
地
が

多
い
。
未
登
記
件

数
と
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
過
年
度

未
登
記
対
策
五
カ
年
計
画
に
基
づ
き

処
理
を
進
め
て
き
た
が
、
現
在
の
未

登
記
件
数
は
、
約
千
六
十
筆
あ
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
る
。
今
年
度
、
第

五
次
五
カ
年
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
に
未
登
記
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

問　

住
宅
供
給
公
社
は
、
前
年
度
に

引
き
続
き
、
平
成
十
九
年
度
も
損
失

を
出
し
て
い
る
。
早
急
に
、
損
失
見

込
み
の
全
体
像
を
出
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

損
失
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
低
価
法
※ 

導
入
に
よ
る
資
産

評
価
に
合
わ
せ
て
、
き
ち
ん
と
試
算

を
し
た
う
え
で
出
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
圏
央
道
の
整
備
見
通
し
、

港
湾
の
施
設
管
理
な
ど
も
質
問
）

※【低価法】…資産の取得原価と時価とを比較し、いずれか低い方の価額を期末資産の評価額とする会計上の資産の評価基準。含み益の認識はせずに含み損だけを認識する。地方住宅供給公社
会計基準の変更により、平成20年度決算から、低価法を適用することとされた。

ことば

公
設
民
営
方
式
で
の

事
業
化
に
向
け
て
検
討

鹿
島
鉄
道
跡
地
を
活
用
し
た

バ
ス
の
専
用
道
化
は

各
学
校
で
改
善
に
取
り
組
む

学
校
改
善
支
援
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
は

米
価
下
落
防
止
と
同
時
に

消
費
拡
大
が
重
要

穀
物
需
給
ひ
っ
迫
の
中
で
米
の
生
産
は
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真壁の街並みを視察

日立建機（株）常陸那珂工場を視察

老人福祉施設シルトピアを視察

委員会活動

委員会

保健
福祉

委員会

環境
商工

　はじめに、常陸那珂工業団地に立地、平成19年9月から操業を開始した建設機械メー

カー、日立建機（株）の常陸那珂工場で事業概要の説明を受け、その後、大型油圧ショ

ベルの各種装置などの生産施設を視察しました。委員からは、北関東自動車道の整備遅

延が及ぼす影響、従業員の働き方や地元及び新規雇用の状況などについて、活発な質疑

がありました。会社からは、「茨城空港で貨物便が飛ぶようになれば、海外に急いで輸送

する場合の利便性が高まる」との意見がありました。

　次に、日本原子力研究開発機構・東海研究開発センター及びJ-PARCセンターで、大

強度陽子加速器施設J-PARC※の概要説明を受け、その後、県が同施設内に設置する中性

子ビーム実験装置の整備状況を含め施設全体を視察しました。委員からは、稼働中の原

子炉における安全性や耐用年数の研究状況などについて、活発な質疑がありました。

　最後に、東海村のNTT茨城研究開発センター跡地で、J-PARCの産業利用促進支援の

ため今後整備予定である産学官共同研究施設の概要説明を受け、改修前施設を視察しま

した。

委員会

総務
企画

　はじめに、桜川市真壁中央公民館において、真壁のまちづくりについて説明を受けた後に、真壁の街並みを視察しました。当地域では、地元の観光資源で

ある古い街並みを活かしたまちづくりや、真壁のひなまつり、商店街における花いっぱい運動など、観光客へのおもてなしによる地域の活性化や観光地域づ

くりの取り組みが、地域の人々により主体的に行われています。こうした取り組みが評

価され、日本観光協会が主催する「優秀観光地づくり賞」の金賞総務大臣賞を受賞しま

した。委員からは、まちづくりの将来的な構想、商工会女性部や青年部の活動内容など

について質疑がありました。市や関係団体からは、まちづくりにあたって同じ考えを持

つ人を集めることが大事であり横の連携を取りながら活動を続けていきたいとの説明が

ありました。

　次に、古河市三和庁舎において、古河市三和地区のコミュニティ活動について説明を

受けました。当地区では、早くから住民の自主運営による地域コミュニティづくりが行

われ、現在では6つの小学校区全てにコミュニティ団体が設立され、三世代交流事業や

環境美化運動、防災訓練、防犯パトロールなど地域独自の活動が行われています。委員

からは、コミュニティの加入促進活動や事業のリーダー育成などについて活発な質疑が

ありました。

　はじめに、老人福祉施設シルトピアにおいて、介護を取り巻く現状や課題につい

て意見交換を行うとともに、風や光を感じ、緑と触れ合いながら、利用者がイベン

トなどを楽しむための大ホール、全室個室のユニット型の居室などの施設やデイ

サービスの活動状況などを視察しました。

　次に、児童養護施設窓愛園において、子どもたち同士でさまざまなことを学び、

自立した社会人として育てていく方針のもと家庭的な雰囲気とハウス的機能を合わ

せもった施設内で、子どもたちが快適に安心できる生活を過ごしていくための取り

組みについて説明を受けました。また、子どもたちの教育方針などについて施設側

と意見交換を行いました。

　最後に、障害者支援施設ほびき園において、働く意欲や作業能力がありながら就

労が難しい利用者の自立に向けた支援や社会参加を促すための取り組みの説明を受

けるとともに、職業訓練施設や農作物の栽培に取り組んでいる農場などを視察しま

した。

※【J-PARC（ジェイパーク）】…陽子を光速近くまで加速し物質に衝突させて、発生する中性子などを利用して原子・分子レベルで物質を見ることができる装置。現在、今年12月の稼働に向け
て整備が進められており、今後、最先端の科学技術の発展や新産業の創出などへの貢献が期待される。

ことば

訪問施設の活動状況などを調査
老人福祉施設シルトピア、児童養護施設窓愛園、障害者支援施設ほびき園

日立建機常陸那珂工場、日本原子力研究開発機構、ＮＴＴ茨城研究開発センター

大強度陽子加速器施設J-PARCの整備状況などを調査

桜川市真壁中央公民館（真壁の街並み）、古河市三和庁舎

地域のまちづくりやコミュニティ活動などを調査
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水田放牧の状況を視察

石滝赤浜線の整備状況を視察

高萩駅前交番を視察

閉会中の

　はじめに、高萩警察署を訪れ、管内の概要や、市内の海岸でテント生活を送り違法駐車や

ごみ問題が問題化していた日系外国人キャンパー対策、スクールサポーターの活動状況など

について説明を受けました。また、高萩市内の通称「魔のカーブ」と呼ばれるような交通事

故多発箇所への大型蛍光看板設置やカラーポストコーン設置など、具体例を交えた交通事故

抑止対策について、その実施状況の説明を受けました。その後、平成19年8月にJR常磐線高

萩駅庁舎脇に新築移転した高萩駅前交番を視察しました。

　続いて、平成19年度から全学年を対象に「心の教育」を実践している高萩市立秋山小学校

を訪れ、その取り組み状況などについて説明を受けました。また、平成17年に県内初の優秀

教員として表彰された教員による「総合的な学習の時間」の授業を視察しました。視察後に

行われた質疑では、委員から、教員の勤務実態やスクールバス利用者数、心の教育の成果な

どについて質問があり、活発な意見交換が行われました。さらに、グラウンドにおいて、子

どもたちによるダンス「秋小ソーラン」を見学しました。

　最後に、今年3月に廃校となった県立高萩工業高校跡地を視察し、現在の管理状況や今後

の跡地利用などについて意見交換を行いました。

委員会

文教
治安

委員会
土木

　はじめに、KEKグループ（協和施設園芸協同組合外）を訪れ、消費者に高品質の農産物を提供するための独自の栽培技術の研究や、自ら開発した糖度セン

サー付き選果機の導入によって糖度9度以上の高糖度トマトだけをフルーツトマトとして安定的に生産・出荷する取り組みについて説明を受け、実際のトマト

栽培と選果の状況を調査しました。委員からは、研究の経過や品質管理などについて質疑があ

りました。

　次に、常総市大生郷地区を訪れ、米の生産調整の一方策として、飼料用稲の生産と繁殖和牛

の放牧を組み合わせた耕畜連携に取り組む状況を調査しました。この取り組みは、水田に簡易

な電気牧柵を設置して繁殖和牛を放牧し、そこで栽培した飼料用稲を飼料として用いるもので、

米の生産調整の新たな手法となります。また、この放牧技術を活用することにより、耕作放棄

地の解消や繁殖和牛の良好な生育環境の確保など、耕種農家と畜産農家相互にメリットが生まれ、

さらに環境保全にもつながるなど多方面に効果が期待されるものとして注目されています。

　最後に、東京都中央卸売市場大田市場を訪問し、活気ある取引状況を視察しました。市場では、

青果物卸売業者である東京青果株式会社から大田市場における農産物の取引状況の説明を受け、

茨城の農産物の販売促進方策等について活発な意見交換を行いました。

委員会

農林
水産

　はじめに、高萩土木事務所において、国道245号日立港拡幅事業や下桜井海岸災害復旧事

業などの説明を受けました。

　委員からは、山側道路の一部供用開始に伴い、国道6号の一部で新たな交通混雑が発生し

ていることから、渋滞緩和のために信号制御の工夫も必要ではないかとの意見がありまし

た。県は、今後、国・県・市の三者で、警察との協議を進めていきたいと答えました。

　その後、常磐自動車道高萩インターチェンジと高萩市中心部を結ぶ幹線道路としての役割

が期待される都市計画道路石滝赤浜線（県道高萩塙線）、日立市内の慢性的な渋滞緩和と交

通安全確保が期待される国道6号日立バイパスの進捗状況を確認しました。そして、常陸太

田土木事務所管内を訪れ、交通渋滞緩和のため工事が進められている都市計画道路木崎稲木

線や国道293号常陸太田東バイパスなどの進捗状況を確認しました。

　次に、常陸太田土木事務所において、国道461号道路橋梁改築事業や北茨城大子線道路改

築事業などの説明を受け、最後に常陸那珂港山方線の久慈川架橋（仮称木島橋）の工事箇所

を視察し、進捗状況などを確認しました。

ＫＥＫグループ、常総市大生郷地区、東京都中央卸売市場大田市場

耕畜連携の取り組み状況などを調査

都市計画道路石滝赤浜線、国道293号常陸太田東バイパス、主要地方道常陸那珂港山方線ほか

石滝赤浜線整備の進捗状況などを調査

高萩警察署、高萩駅前交番、高萩市立秋山小学校、県立高萩工業高校跡地

スクールサポーターの活動状況などを調査
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安心できる食の確保や提供等に関する調査特別委員会の様子

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
企
業

立
地
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
茨
城
県
産
業
活
動
の
活
性
化
及
び
雇

用
機
会
の
創
出
の
た
め
の
県
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
茨
城
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
学
校
以
外
の
教
育
機
関
の
設
置
、
管

理
及
び
職
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
法
人
に
対
す
る
出
資
に
つ
い
て

　

ほ
か
三
件

　次回の、平成 20 年第 3回定例県議
会は、9月 3日から 26日までの 24日
間の会期日程で開催される予定です。

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

 9．3 水
議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案
説明）

4 木 議案調査
5 金 議案調査
6 土
7 日

8 月 議会運営委員会
本会議（代表質問・質疑）

9 火 議会運営委員会
本会議（代表質問・質疑）

10 水 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

11 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

12 金
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、
議案常任委員会付託）

13 土
14 日
15 月
16 火 常任委員会
17 水 常任委員会

18 木
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委
員長報告、予算関係議案予算
特別委員会再付託）

19 金 財政再建等調査特別委員会
20 土
21 日

22 月 安心できる食の確保や提供等
に関する調査特別委員会

23 火
24 水 予算特別委員会
25 木 決算特別委員会

26 金
議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、
閉会）

　

本
委
員
会
は
、
中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー

ザ
に
よ
る
中
毒
事
件
な
ど
に
よ
り
、
食

の
安
全
に
対
す
る
不
安
が
広
が
り
を
見

せ
る
中
、
県
民
の
生
命
、
健
康
の
根
本

を
支
え
る
食
の
安
全
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

安
全
で
質
の
高
い
農
林
水
産
物
な
ど
の

生
産
を
促
進
し
、
安
全
・
安
心
な
食
の

提
供
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
第

一
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
三
回
の
委
員
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
月
十
九
日
の
第
一
回
委
員
会
で

は
、「
安
心
で
き
る
食
の
確
保
」「
安
心

で
き
る
食
の
提
供
」「
安
心
で
き
る
食
の

未
来
へ
」
の
三
本
の
柱
を
中
心
に
調
査

を
進
め
る
と
の
調
査
方
針
や
、
平
成
二

十
一
年
第
一
回
定
例
会
ま
で
に
最
終
報

告
を
ま
と
め
る
と
す
る
活
動
計
画
な

ど
、
委
員
会
運
営
の
基
本
的
な
事
項
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
食
の
安
全
推
進
体
制
、
食

品
に
関
す
る
正
確
な
情
報
提
供
と
相
談

体
制
、
適
正
な
食
品
表
示
の
推
進
な
ど

「
安
心
で
き
る
食
の
確
保
」
に
関
す
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

六
月
十
六
日
の
第
二
回
の
委
員
会
で

は
、
安
全
・
安
心
の
た
め
の
農
薬
・
肥

料
等
の
適
正
使
用
、
食
品
の
適
正
管
理

な
ど
「
安
心
で
き
る
食
の
提
供
」
と
、

自
給
率
向
上
に
つ
な
が
る
地
産
地
消
な

ど
の
推
進
、
食
育
の
推
進
、
安
心
で
き

る
食
の
確
保
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を

有
す
る
人
材
の
育
成
、
エ
コ
農
業
茨
城

の
推
進
な
ど
「
安
心
で
き
る
食
の
未
来

へ
」
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
調
査
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

七
月
七
日
の
第
三
回
委
員
会
で
は
、

参
考
人
の
意
見
聴
取
を
行
う
と
と
も
に

「
安
心
で
き
る
食
の
確
保
」
な
ど
に
つ

い
て
今
後
の
施
策
の
方
向
性
を
調
査
し

ま
し
た
。
今
後
も
県
民
の
食
の
安
全
・

安
心
の
た
め
、
精
力
的
に
調
査
を
行
う

予
定
で
す
。

　

六
月
十
八
日
に
、「
食
の
安
全
と
信
頼

へ
の
農
業
」
と
題
し
て
、
県
議
会
主
催
の

講
演
会
が
、
県
議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
水
戸
市

出
身
で
あ
り
、
東
京
農
業
大
学
学
長
の
大

澤
貫
寿
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

大
澤
先
生
か
ら
は
、「
食
の
安
全
に
は
、

食
物
が
必
要
な
量
だ
け
あ
る
こ
と
（
食

の
安
全
）
と
食
物
が
衛
生
的
で
あ
る
こ
と

（
安
全
な
食
）
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
現
在
の
日
本
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
、
食
の
安
全
と
い
う

面
で
は
、
食
料
自
給
率
が
低
い
我
が
国
に

お
け
る
不
測
時
の
食
料
確
保
と
い
う
食
料

安
全
保
障
上
の
問
題
が
あ
り
、
安
全
な
食

と
い
う
面
に
お
い
て
は
、
農
薬
な
ど
の
化

学
物
質
の
影
響
に
関
し
、
国
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

特
に
、
農
薬
に
つ
い
て
は
、
生
産
性
の

向
上
や
、
重
労
働
か
ら
の
開
放
な
ど
に
つ

な
が
り
、
農
業
の
担
い
手
の
確
保
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
食
の

安
全
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
適
切
な
使
用

に
よ
り
、
健
康
に
与
え
る
影
響
は
実
質
的

に
な
い
に
等
し
く
、
さ
ら
に
、
平
成
十
八

年
に
導
入
さ
れ
た
、
残
留
農
薬
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に
よ
り
、
輸
入
食
品

に
残
留
す
る
全
て
の
農
薬
に
も
規
制
が
拡

大
さ
れ
る
な
ど
、
安
全
な
食
と
い
う
面
に

お
い
て
も
、
農
薬
の
マ
イ
ナ
ス
面
は
小
さ

く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
正
確

に
国
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
食
の
安
全
に
関
す
る
取
り
組
み

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
こ
の
農
薬
の
例
に

限
ら
ず
、
そ
の
状
況
を
国
民
に
十
分
説
明

し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
食
の

安
全
へ
の
信
頼
を
得
て
い
く
努
力
を
す
べ

き
。」
と
の
貴
重
な
講
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

環
境
商
工
委
員
会

○
茨
城
県
特
定
外
来
生
物
（
ア
ラ

イ
グ
マ
）
防
除
実
施
計
画
の
策

定
と
緊
急
捕
獲
の
実
施
を
求
め

る
請
願

択採

保
健
福
祉
委
員
会

○
安
全
な
医
療
と
看
護
・
介
護
の

実
現
、
地
域
医
療
拡
充
を
は
か

る
た
め
、
医
師
・
看
護
師
等
の

大
幅
な
増
員
を
求
め
る
請
願

択採不

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た   

　
　
　
　

請
願
の
審
査
結
果

　

第
一
回
定
例
会
後
は
五
月
七
日
、
五
月

三
十
日
、
六
月
十
七
日
の
三
回
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

知
事
部
局
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
組

織
体
制
を
つ
く
る
観
点
か
ら
、
重
要
な
政

策
課
題
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
本
庁

組
織
の
あ
り
方
、
試
験
研
究
機
関
の
研
究

内
容
の
見
直
し
な
ど
を
調
査
し
た
ほ
か
、

職
員
数
削
減
の
観
点
か
ら
総
務
事
務
の
集

約
化
な
ど
も
調
査
し
ま
し
た
。

　

教
育
庁
組
織
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
少

子
化
傾
向
を
踏
ま
え
た
教
員
数
削
減
な
ど

の
観
点
か
ら
、
小
中
学
校
の
適
正
規
模
、

高
校
の
再
編
整
備
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
組
織
に
つ
い
て
は
、
防
犯

力
強
化
と
施
設
整
備
費
削
減
な
ど
の
観
点

か
ら
交
番
、
駐
在
所
の
再
編
整
備
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

第
三
回
定
例
会

で
の
最
終
報
告
を
目
指
し
て
、
今
後
も
精

力
的
に
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
食
の
安
全
・
安
心
の

確
保
な
ど
に
向
け
活
発
に
議
論

安
心
で
き
る
食
の
確
保
や
提
供
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

東
京
農
業
大
学
学
長  

大
澤
貫
寿
氏
が
講
演

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

食
の
安
全
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
努
力
を

行
政
組
織
全
般
の

改
革
に
向
け
活
発
に
議
論

財
政
再
建
等
調
査
特
別
委
員
会


